
― 139 ―

愛知教育大学教育創造開発機構紀要　vol. 4　pp．139 ～ 147，March，2014

１　はじめに

　ここ何年間か、団塊世代の大量退職が話題になり、
学校現場でも同様の傾向がみられている。平成23年７
月29日の中日新聞に、次のような記事があった。「公
立小中高校の教員のうち50歳以上の割合が36.9％と過
去最高を更新し、小中高のいずれも３人に１人を超え
たことが文部科学省の2010年度学校教員統計調査で分
かった。（中略）第２次ベビーブームで1970年代後半か
ら80年代前半に大量採用された教員が定年に近づいた
ためという。今後10年で小学校は関東で約39000人、
近畿で約27000人が定年を迎える。同省は、補充だけ
でなく、ベテランの知識、技能の伝承も課題になると
している。」
　愛知県においても、平成17年度から、初任者研修拠

点校指導教員制度がスタートし、初任者研修に重点が
おかれるようになってきた。
　これらの動きからも明らかなように、初任者の授業
力を向上させることは、急務である。そこで、ベテラン
がもっている知識や技能を、効率よく初任者に伝え初
任者の授業力を向上させるための具体的な手立てを、
明らかにしていきたいと考えた。

２　研究の仮説と手立て

（１）研究の仮説
　次のように設定した。
　初任者の授業力向上のためには、日常的に授業を振
り返らせ、自らの授業を分析することから自分自身の
授業についての課題を明確にさせ、その課題について
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の研修を行うと効果があるであろう。

（２）研究の手立て
　授業力の向上のために、次のような手立てを実践
し、考察する。
①�授業分析のために、授業作りの要素を明確にし、そ
れぞれの要素について、授業力の向上の進歩の状況
が分かるような『診断基準』を作って、『授業診断
表』を作成する。
②�初任者が日常的に授業を振り返って、授業分析を行
い、自らの授業改善ための自己課題を設定する。
③�初任者が設定した課題に対して、多様なアドバイス
を明確化し、研修を行う。

３　研究の内容と方法

（１）授業力について
　志水廣（2006）は、その著書「算数力がつく教え方
ガイドブック」1）で、授業力を次のように定義してい
る。
　授業力とは、授業が成立し、成功させる力のことで
ある。次の公式が、授業力の定義である。
授業力＝{（教材把握力)×（子ども把握力）
　　　×（指導技術力）｝×（精神エネルギー）
授業が成立するということは、授業の中で子どもから
「わかった」「できた」という声が上がった授業のこと
をいう。成功するとは、子どもが、「今日の授業は楽し
かったね」「もっとやりたい」と表明したときのことで
ある。
　前述の志水廣の授業力の定義に基づくと、授業力が
向上するということは、次のように考えることができ
る。
　教材把握力・子ども把握力・指導技術力・精神エネ
ルギーが高まり、授業が成立する、つまり、子どもが
「わかった」「できた」と声をあげる。さらに、子ども
が「楽しかったね」「もっとやりたい」と表明すること
ができる状態になることである。
　しかし、初任者の場合、授業が成立し、成功するレ
ベルまで達することはむずかしいと考えた。そこで志
水廣が、講演会（2010）2）で提唱した授業運営能力、即
ち
・授業を展開していく力
・集団を引っ張っていく力
・子どもに合わせる力
を参考にして、初任者の授業力が向上するとは、教材
把握力・子ども把握力・指導技術力・精神エネルギー
を高め、生徒と一体感をもち、５０分間授業を引っ張る
ことができる状態になることと定義し、そのための手
立ての研究を進めることにした。

（２）授業診断表について
　志水廣（2008）は授業診断表を作成した。授業診断
表をレーダーチャートにした。志水（2012）は、レー
ダーチャートとは、蜘蛛の巣のような形をしていて、
いくつかの観点を決めて数値化して、評価したものを
表すグラフであり、いくつかの観点のバランスを見
るのによいと言われていると述べている3）。そのレー
ダーチャート式授業診断表を、初任者研修拠点校指導
教員の小林が、中学校初任者研修用に変更したもの
が、次の『授業診断表』（図１）である。

　そして、授業作りの要素として、発問・板書・机間
指導・表情・説明・切り返しの６項目を設定した。発
問・板書・説明・切り返しは、教材把握力、指導技術
力に関して、机間指導・切り返しは、子ども把握力、
指導技術力に関して、表情は、精神エネルギーに関し
て分析ができるように設定した。この表を使った授業
分析を、初任者だけでなく、初任者の授業を参観した
他の教員も行い、初任者の授業分析力の向上を図るた
めにも活用した。
　授業診断表の作成のために、授業作り６項目につい
て、それぞれ４つの観点で『診断基準』を設定した。

発問
・�中心発問が授業のねらいにせまるものになっている。
・発問のシナリオを作成して、授業に臨んでいる。
・発問の言い直しがなく授業ができる。
・生徒の思考を促す工夫をしている。
板書
・教室のすべての生徒が読める字を書いている。
・�正確な文字が板書でき、色使いや構成などを意図的

（図１）
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にしている。
・板書計画を作成して授業に臨んでいる。
・�授業終了後、１時間の授業の流れが集約された板書
になっている。
机間指導
・つまずきの様子をおおむねとらえている。
・支援が必要な生徒に声をかけている。
・生徒の努力を認める働きかけをしている。
・�生徒の実態把握ができ、その状態に応じて授業を変
化させている。
表情
・笑顔で接している。
・明るくさわやかな表情で授業をしている。
・�問題や状況に応じた音声や表情を工夫し、生徒を引
きつけている。
・生徒の表情を読み取りながら、授業を進めている。
説明
・十分な音量で説明している。
・生徒にわかりやすい言葉で説明している。
・生徒の意見や活動などをとり入れて説明している。
・生徒同士で説明する活動を仕組んでいる。
切り返し
・�生徒の正答の反応も誤答の反応も受け止めている。
（受容している）
・�生徒の発言に対して、次の考えを引き出すことがで
きる切り返しになっている。（what・where・howで
切り返している）
・�意見の相違や共通点を整理して、次の考えを引き出
すことができる。
・�全員に広めたり、深めたりして、生徒たちから意見
の飛躍を引き出すことができる。

設定に当たって、留意をしたことは、次の点である。
・短時間で診断できるように、○×方式にした。
・�達成順序は、それぞれ個人差が生じるであろうと考
え、順序をなくし何項目達成したかを数えるポイン
ト制で、『授業診断表』に記入するようにした。
・�授業力向上の進歩の状況が、把握できるように具体
的に表現した。

（３）授業の構成方法と指導技術について
　初任者の設定した授業力向上のための自己課題に対
して、次のような、授業の構成方法と４つの指導技術
を基に多様なアドバイスを行った。
①授業の構成方法
　前掲志水廣（2006）「算数力がつく教え方ガイドブッ
ク」4）にある教材研究の方法、教科書研究の実例（ミ
ニ指導案）を実践することにより、教材把握力を高め
る。

②表情（適用問題定着法5））
　適用問題定着法とは、フラッシュカード等を使い、
授業の最後に、できたか、理解できたかを確認する方
法である。これを取り入れることにより、全員の生徒
が「わかる」「できる」、つまり授業が成立することに
つなげることができる。また、類題を考えて準備して
おくことで初任者の教材把握力を高めることができ、
カードで練習問題を提示していくことにより教師主導
で授業展開ができるため、集団を引っ張ることができ
る。そのためには、子どもの表情を読み取ることから
理解度をとらえなければいけない。
③机間指導・表情（○付け法6））
　○付け法を授業に取り入れることにより、机間指導
を必ず行うことになるので、初任者の子ども把握力を
高めることができる。また、解けた生徒には、称賛の
声かけをしながら丸を付け、間違っている生徒には、
部分肯定の丸付けと声かけを行い、ヒントを与え、そ
の場でできるようにするので、即時評価・即時強化が
でき、全員を「わかる」「できる」状態にすることがで
きる。
④発問・表情・説明・切り返し（意味付け復唱法7））
　意味付け復唱法は、生徒の発言を受容し、ねらいに
せまる切り返しをする方法であることから、子ども把
握力と授業運営能力を高めることができる。
⑤板書（板書の技術8））
　有田和正（2005）の著書で述べている、板書の技術
をマスターするポイントを伝授する。初任者が、教材
研究のときに板書計画をたてることは、教材把握力を
高めることにつながる。また、有田和正が述べている
ように、板書の技術が高まることは、授業運営能力を
高めることにもつながる。

３　研究の実際―事例経過―

　（中学２年数学担当の初任者Ａ教諭の実際）

（１）第１回授業研究（４月１８日）
　Ａ教諭の授業後の『授業診断表』（図２）を記入して、
反省点は次の２点であった。
・�何回も同じことを言って授業全体が、もたもたして
いた。
・�練習問題を解くときに、
生徒が集中していない
のが気になった。

　この反省の後、Ａ教諭は、
次のように授業力向上のた
めの自己課題を設定した。
1）生徒の集中力が切れな
いように、授業をテンポよ
く行うこと。 （図２）
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2）練習問題を解くときに、与えられた問題を早く解い
てしまった生徒が遊んでしまうことがないような工夫
をすること。
　この授業に対して、Ａ教諭は、教材研究をしっかり
して、学習指導案や板書計画もできていた。淡々とし
た説明のみで授業は進められ、机間指導をすることも
なかった。板書の字は、生徒が見える大きさで書かれ
読みやすかったが、白と黄色のチョークしか使用せ
ず、授業のポイントが、板書からは読み取れなかった。
そこで、小林は、Ａ教諭の自己課題に対して、次のよ
うなアドバイスをした。
1）教材研究のときに、形式的に学習指導案を書くので
はなく、教科書をよく読んで、教えることと考えさせ
ることに印をつけることをやる。
2）板書の色チョークの使い方に工夫をする。
3）○付け法を１時間の授業で３回は行う。
4）練習問題は、フラッシュカードでテンポ進める。
　アドバイスの後、練習問題が書かれたフラッシュ
カードを使い、テンポよく全員に見えるように提示す
る練習と生徒の表情を見る練習を何回も行った。ま
た、志水式○付け法を知らなかったので、DVD9）を視
聴しながら解説した。しかし、DVDの視聴だけでは、
実際の授業での動きが理解できなかったようなので、
次の授業研究のときに、小林が、T2として授業に加わ
り、○付け法を実際にやってみせた。

（2）第７回授業研究（５月３１日）
　市教育委員会指導主事参観の授業であったので、授
業後、初任者（図３）、指導主事（図４）、小林（図５）
が『授業診断表』を記入した。
　そして指導主事から、次のような指導があった。
・�フラッシュカードを有効に使い、問題を多く解くこ
とができていて、よかった。
・板書がしっかりできている。
・抑揚がある話し方ができると良い。
・�キーワードを広げることができるような復唱ができ
るといい。
・�代入法の必要性や
よさを説明して、
生徒に代入法を
学ぶ必然性を知
らせなければい
けなかった。
・�最後の練習問題
は、方程式の解が
分数になる問題
であった。問題の
レベルがいきな
りあがったので、
指導者としては、

「しまった」という感じであったが、このクラスは、
レベルの高い生徒たちなので、生徒たちに緊張感が
あり、その瞬間授業が引き締まった。こういう場面
を設定するのもよい。

　Ａ教諭は、指導主事からの指導後、授業を振り返り、
授業力向上のための自己課題を次のように設定した。
1）指導主事の先生から指導していただいたように、抑
揚がある話し方を身につける。
2）徒に広めるキーワードが復唱できるように、教材研
究でキーワードを明らかにしておく。
　この自己課題に対して、小林は次のようにアドバイ
スした。
1）生徒の発言やキーワードが意識できるように、志水
式意味付け復唱を授業に取り入れる。
　アドバイスの後、キーワードを明確にするために
も、意味付け復唱法をDVD9）を視聴しながら解説し
た。そして、DVDの場面で、同じように、意味付け復
唱を実習した。

（3）第24回授業研究（１２月１２日）
　初任者は、『授業診断表』（図６）を作成して、反省
を次のようにまとめた。
・良かったことは、板書がうまくできたこと。
・机間指導を多くすることができた。
・�生徒の発言を「なるほど」と受容し「いいことを言っ
ているから、自分の言葉で、もう一度言える人？」
と広めるための切り返しができた。

・�授 業 が、 ス
ムーズに流
れてしまっ
ていて、メリ
ハリがない
と思う。反省
の後、Ａ教諭
は、授業力向
上のための
自己課題を
次のように
設定した。

1）間を意識し（図３） （図6）

（図4） （図5）
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て話をする。そうすることで、授業にメリハリをつけ
る。
　それに対して、小林は、次のようにアドバイスをし
た。
1）間の取り方がうまいベテランの授業をたくさん参観
させていただき、間をとる場面の設定箇所、発問のし
かたなどを研究していこう。
　アドバイスの後、ベテラン教諭の師範授業のDVD
を視聴し、間をとるということはどういうことか研修
した。

５　研究の検証と考察

（１）手立て①②についての検証
　前述の手立て①②とは、次の２項目である。
手立て①
授業分析のために授業作りの要素を明確にし、それぞ
れの要素について、授業力の向上の進歩の状況が分か
るような『診断基準』を作って、『授業診断表』を作成
する。
手立て②
日常的に授業を振り返って、授業分析を行い、初任者
自身が、自らの授業改善の課題を設定する。
　初任者は、日常的に授業を振り返り、授業分析をす
ることで、授業改善の課題を設定することができるよ
うになった。
　初任者の授業診断表は、次のように変化している。
　５月31日の『授業診断表』（前掲図３）では、発問の
項目で、生徒の思考を促す工夫をしているに○を付け
ていたが、実際の授業ではできていなかった。また机
間指導は、授業の中で１回しかしていなったにもかか
わらず、『授業基準表』の２つの項目に○が付いていた。
これらの様子から、初期の頃の初任者は、自分の授業
を振り返り、『授業診断表』を記入することはできる
が、授業分析の判断が、甘いことがわかる。
　しかし、半年後の10月31日の『授業診断表』（図７）と
実際の授業を比較すると、客観的に分析できるように
なってきた。
　また、自己
課題も具体的
に設定できる
ようになっ
た。この日の
自己課題は、
授業の導入時
に行う既習事
項の確認のや
り方が、授業
に合っていな
かったため、

中心発問がぶれてしまった。生徒の実態把握と教材研
究をしっかりして、導入時からねらいを見据えた授業
展開を考えていきたいというものであった。
　12月14日の初任者の『授業診断表』（図８）は小林と
同じ形になり（図９）客観的に授業診断ができるよう
になったと考えられる。日常的に『授業診断表』を作
成することにより、初任者は、自らの授業を客観的に
振り返り、授業改善の課題が具体的に設定できること
がわかった。

　このことについて、初任者は「チェックする項目が
決まっているので、授業を振り返るときに、自分の中
で、その授業だけでなく、前の授業と比較したりして
チェックすることができました。例えば、机間指導が
ちょっとできるようになったなあとか、アドバイスし
ていただいた切り返しが、やっぱりまだうまくいかな
いなあ。など、『診断基準表』の項目についてできたか
できないかを考えれば良いので、自分の授業の課題が
見つけやすいかったです。また、だんだん短時間で書
けるようになりました」と述べている。
　また、資料１（154ページ）の『授業診断表』（図10，
11，12）は、同じ授業を参観して作成した、初任者・
教務主任・小林の診断表である。ほぼ、同じ形をして
いることから、この『授業診断表』の作成には、普遍
性があることがわかった。

（２）手立て③について
　前述の手立て③とは、初任者が設定した課題に対し
て、多様なアドバイスを明確化し、研修を行うという
ことである。
　『授業診断表』を作成した後、初任者は、授業力向上
のための自己課題を設定した。それに対して、各自の
特性（持ち味・表情・性格・能力等）に応じたアドバ
イスを明確化し、研修を行うことにより、授業力の向
上を図ることができた。
①授業の構成方法
　初任者は、５月まで資料２（154ページ）のような学
習指導案を作成し、授業研究に臨んでいた。このよう
な指導案作成についてＡ教諭は「指導案を書くことに
時間がかかって大変です」と言っていた。時間をかけ（図７）

（図8） （図9）
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て指導案は書けるが、実際の発問や切り返し、練習問
題の類題などを考えていない教材研究であった。そこ
で、
・最後に、生徒ができるようになることは何か？
・�授業の最後に、全員が解けなければいけない問題は
何か？
・�最後の問題が解けるようになるためには、どれだけ
練習すればいいか？どの例題から取り組ませれば理
解できるか？
・教えることと考えさせることは何か？
・キーワードは何か？
と、指導過程を、授業の流れの逆から考え授業を組み
立てる教材研究の方法をアドバイスし、研修したとこ
ろ、教材研究ノートに、指導過程を資料３（155ペー
ジ）のような板書形式で記入し、教材研究をするよう
になった。
　Ａ教諭は、この形式で書くようになった感想を次の
ように述べている。「教材研究を、先生（拠点校指導員
小林）と一緒に行うことで、教材研究ノートをつくる
ことができました。発問、特に主発問を必ず明記する
ので、授業で言い直すことが少なくなりました。キー
ワードを考えるので、授業のねらいがシンプルになっ
て、授業で話すことが、ぶれなくなりました」
　教材研究ノートの作成・記入事項や感想から、Ａ教
諭の教材把握力は高まったと考えられる。しかし、Ａ
教諭が述べているように、初任者が一人で教材研究す
ることはむずかしく、教材研究をすれば教材把握力を
向上させることができるという結論には限界があると
考えられる。
　初任者の資質や能力にも関係するところであるが、
教材把握力を高めるためには、ベテランの師範授業を
参観したり、アドバイスを得たりすることも有効であ
ると考える。
②適用問題定着法
　適用問題定着法を取り入れた直後は、作ったフラ
シュカードが小さかったり、テンポよく生徒に答えさ
せることができなかったり、生徒の様子を見てカード
を提示できなかったりしたが、何回も行うことで、問
題を吟味し、カードに工夫が見られるようになった。
カードを、授業の導入時の復習教材としたり、ヒント
カードとして活用したりする場面も見られた。また、
適用問題定着法は、教師主導で授業を進めることがで
きるので初任者の気持ちに余裕が生まれ、笑顔ででき
るようになった。
③○付け法　　　　
　Ａ教諭は、初期の頃、黒板の前に立ったままで授業
を進め、机間指導をすることができなかった。また、
机間指導はできるが、生徒のノートなどから実態把握
をすることまではできなかった。
　そこで、○付け法の理論や実習を研修に取り入れ、

実態把握に役立てるようにアドバイスした。初任者
は、練習問題を解いている場面などで、○付け法を授
業の中に取り入れるようになり、机間指導をする回数
が増えた。写真１のように、生徒に寄り添って、一人一
人に声かけをすることもできるようになった。また、
練習問題の場面の丸付けだけでなく生徒が板書を写し
ている場面でも、机間指導を行い、ノート指導が授業
の中でできるようになった。

④意味付け復唱法
　Ａ教諭は、『授業診断基準表』の中で、切り返しの項
目に丸を付けることが少なかった。そこで、意味付け
復唱法を、解説や実際のDVD9）を利用して、研修や実
習を行った。
　授業では「なるほど」と丸ごと復唱をして、生徒の
発言を受容することが、スムーズにできるようになっ
た。その後の切り返しで、次の考えを引き出すことが
なかなかできなかったが、教材研究のとき、授業のね
らいにせまるキーワードを確認しておくことで、授業
で、そのキーワードを復唱し、定着を図ることができ
るようになった。キーワードを初任者が復唱したり、
生徒同士で復唱させたりして、授業のねらいに近づけ
るため、生徒をぐいぐい引っ張っていく場面も見られ
た。
⑤板書の技術
　次のページの３枚の板書の写真から、板書の技術が
向上したことがわかる。
　Ａ教諭の４月の板書（写真２）の字は、生徒が見える
大きさで書かれ、読みやすかった。しかし、白と黄色
のチョークしか使用せず、授業のポイントが板書から
は読み取れなかった。
　そこで、教材研究ノートに板書形式で指導過程をか
くときに、授業のポイントが、正確にわかりやすく書
かれているかチェックした。また、色チョークを、む
やみに使うのではなくきちんとした方針のもとで使う
ようにアドバイスした。

（写真１）
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　写真３は、６月の板書である。連立方程式の利用の授
業である。問題文だけを提示するのではなく、問題文
に出てくる物をカードなどにして、生徒が身近に感じ
るような工夫もした。また、問題を簡潔に表にまとめ
て、問題を整理する方法を解く鍵として示すなど、生
徒のわかりやすい板書ができるようになった。

　さらに、２学期後半、図形の単元の学習の証明問題の
板書では、写真４のように、証明のための仮定は黄色
のチョーク、結論は赤いチョークを使うと、色チョー
クを使う方針を決めて有効に使うことができるように
なった。

６　おわりに

　初任者の授業力向上の手立てとして、第一に行うべ
き重要なことは、初任者が、日常的に自分の授業を振
り返り、自ら授業を分析することにより、課題を明確
にし、授業力のどこの部分を改善すればよいかを把握
することであることがわかった。
　授業分析のためには、授業力向上の進歩の状況がわ
かる『授業診断基準』や『授業診断表』を作成し、活
用することが有効であった。
　そして、初任者が設定した授業力向上のための自己
課題に対して、各自の特性を生かしたアドバイスや研
修を行うことで、効果的に授業力の向上を図ることが
できた。課題解決のためのアドバイスは、適時スモー
ルステップで行っていかなければいけないことも重要
な注意事項であることがわかった。
　アドバイスや研修の中で活用した適用問題定着法、
○付け法、意味付け復唱法、板書の技術のポイントな
どの指導技術に関することは、初任者に理解されやす
く獲得しやすいものであり、指導技術力を高めるため
に有効であった。
　最後に、初任者の授業力向上のためには、ベテラン
の知識と技能の伝承が不可欠であることが、今回の研
究でも明らかになった。初任者の授業力を向上させる
ことは急務である。ベテランの知識と技能の伝承の場
と時間の確保が、今後の課題になってくるであろう。
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